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年頭にあたって

厚い壁を打ち破って坂村健先生がトロンの実

用開拓に成功され、半導体工場は休暇返上で大

増産''1であるとの嬉しい報せが2004年を迎え

る第一報であった。

我が脚の国情からいえば絶対不可欠というべ

き新科学技術の創造が、予てから言われていた

通り現実の救世主として姿を現したというべき

で、十年来の不況を脱することが出来るかも知

れないと胸の鼓動高まる思いである。

私１fに亘るという誇りを免れないかも知れな

いが、’'１じく有力な項目となると考えているの

で敢えて言わせていただくと、４０年前からの

構想で、高分子や結晶中の原子間の固有振動が

テラヘルツ（THz)周波数帯に入ることから具

体的にはラマン効果やパラメトリック増幅を利

用して半導体や誘電体を用いたTHz発振に成功

したのが1980年頃から2000年に亘って、膨大

な目｢h電子レーザによるもの以外では、数種類

の発振器は仙台市青葉山で生まれたものだけで

ある。更にこれを用いれば､分子構造が分かり、

浦に介在する特殊分子の中の共鳴振動から癌の

同定が出来るだろうと発表したのが2000年の

ことであった。其の後順調に展開が進んで、淋

薬とその産地の同定、癌の同定、職分の分子椛

造による分類など難しいと思われた問題が簡単

に進んで、O-157の検知、更にはSARSの検知、

AIDSの検知など、病菌ヴィールスの分子備造

に基づく分類と対抗薬物の分子論的開発など膨

大な研究展開が行われなければならないのを予

感させられている。やがては、情報通信網の設

定に､ifんで、人類環境の健康保障の通信網に展

開できるものと考えている。既に痛の検知が分

単位の時間で、細胞検査の結果を待たずに実施

できる。

これも、人類に経費以外の負担を加えること

なく新しい産業展開を可能にすることなので、

我が国が展開すべき創造的科学技術の典1ｌＭとも

いうべきことであるし、更に言わせていただけ

れば、人間や自然に対する愛情溢れる科学技術

であるから、．'Eに工学の工の字の意味する東洋

独特の工業技術でもあるし、薬理学・創薬学の

新手法、生物物理、生物科学にもつの新しい

手法を展開してゆくことになると考えている。

何れにせよ、坂村先生のお仕事のようなもの

が次々と日本に現れなければ本格的経済'1ｺl復は

あり得ないのだし、この際マネーケームだけで

本格的経済回復はあり得ないということをしっ

かり頭に叩き込んで、今後の経済展開のための

大きな教訓としなければならない。このような

過ちは二度とやってはならないことだといつも

念頭において、日常業務として創造的次期産業

の展開だけは必ず実施していくことを肝に銘じ

ておきたい。

今|『'1のような仕事の結果として人間や生物の

健康管理も経常的に行われるということになれ

ば、喜びに堪えないところである。

いよいよ２１惟紀は本番に入る。会員諾先輩

の御健闘を称えあい、国内のあらゆる才能を発

棚利用すべきで、妨害することなど即刻やめる

べきである向

会長西津潤一／､ﾉ〔ﾉﾉｗｃ"ﾉﾉws"/zAwzA
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２００３年度文化功労者末松安暗会員のご業績

一光エレクトロニクス学術分野を先導一
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日本工学アカデミー会員・日本学術会議会員

である末松安晴教授(写真)が平成15年度の文

化功労者に選出され、１１月４日に表彰されまし

た。選出理由は、「多年にわたる工学、特に、

光通信工学分野で教育・研究に努め、優れた業

績を挙げるとともに多数の優れた人材を養成

し、光通信工学とその境界領域へ多大な貢献を

したこと」です。末松教授は現在国立情報学研

究所長、文部科学省科学技術・学術審議会会長

として日本学術会をリードされています。

光ファイバ通信は国内の基幹回線や高速デー

タ回線をはじめ、太平洋横断光海底ケーブル、

大西洋横断光海底ケーブルによって世界中の通

信網に使われています。このような大容量の通

信は、通常の電波よりもはるかに周波数の高い

レーザ光を用いることによって可能となったも
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のです。末松教授はまず、単一モードファイバ

を使用する高性能伝送システムを強く提唱され

ました。これは、原理的に広帯域伝送特性に優

れているものの当時の製造技術では困難と見ら

れていたものです。というのは、光ファイバの

極低伝送損失が得られる波長Ｌ５５ミクロンの光

を発する半導体レーザが無かったのです。その

ため、GalnAsP系の結晶成長と長波長半導体レ

ーザの室温連続発振を目指されました｡ついで、

光ファイバ通信の伝送帯域を制限する大きな要

因である半導体レーザの高速直接変調時の発振

波長変動を抑える必要性を指摘し、分布プラッ

グ反射器を集積した動的単一モードレーザを用

いることによって解決されました。さらに、単

一波長動作可能な半導体レーザに電気的制御に

よる波長掃引機能を集積した波長可変半導体レ

ーザを初めて実現させるなど、現在、テラビッ

ト／秒を超える超広帯域波長多重光ファイバ通

信の基礎となる学術、技術分野に多大な貢献を

されたのです。

末松安晴教授の研究上の業績を振り返ります

と、広帯域光ファイバ通信の研究をその萌芽期

から先導され、東京工業大学並びに高知ｌ:科大

学の学長としてわが国のみならず世界中の学界

及び産業界で活躍する多くの人材を育成される

など、光通信工学分野の学術的発展に顕著な貢

献をなされたもので、今回の表彰はこの分野の

みならず日本の学術界にとってまことにうれし

いことです。

鰯 第３回日米先端工学(JAFOE)シンポジウム

科学、工学分野での先端研究は近年ますます

学際的、境界的領域に拡がりを見せ、より深く、

より専門的と同時に幅広い知識と連携が要求さ

れるようになってきている｡米国ではいち早く、

次代を背負うリーダーとなり得る若手研究者の

育成を考え、異分野の研究者が一堂に会し議論
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するFrontiersofScienceSymposiumが米国科学

アカデミー（NAS:NationalAcademyofScience）

により、FrontiersofEngineeringSymposiumが米

国工学アカデミー(NAE：NationalAcademyof

Engineering）により開催されている。これを米
国と他の2国間に広げ、日米先端科学シンポジ

得自溌

ぷ唄口，、
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ウム（JAFoS：Japallese-AmericanFrontiersof

ScienceSymposium）がＮＡＳとJST(現在JSPSに

移行)により開催されている。

一方工学分野においてもＮＡＥと日本工学ア

カデミー及びJST（科学技術振興機構）により

2000年に第lllllが奈良で開催された。４０歳前後

の若手に限定し、｜|米約30名、産学界半数ず

つと少数の全く異分野の研究者が一堂に会し、

しかも英詔で議論するという試みは初めての経

験であり、果たして十分に成果が挙げられるか

との心配があったが、卜分なリハーサルを含め

た准術によりまずまずのスタートであった。筆

者は幸いに第１l''|のCo-chairを務めた｡第２回は不

幸にも同時多発テロにより中止を余儀なくさ

れ、２０()2年に||本で開催され、今''1第３回にし

て初めての米国開催であった。

2003年11月20-22日CalifomiaのIrvineにある

BeckmanCenterで開催された。日本側Co-chair

は協和発酵工業㈱の桜田一洋氏であった。

Large-ScaleCivilSystems,Electl･ifyingthe21st

Century，ＳｙｓｌｅｍｓＢｉｏｌｏｇｙａｎｄｔｈｅＥｍｅｒｇｉｎｇ

DisciplineofBiologicalEngineering，Multimedia

Networkingの4分野で、それぞれ4つの講演、討

論、更に参加者全員によるポスターセッション

が行われた。’1本人は一般に控えめであり、特

に英語による議論については苦手とする傾向が

あるが、妓近の若い研究者、技術者はこのよう

な傭路もなく、活発に英詔により自説を展開し、

活発な議論が展開された。これは桜田氏の素晴

らしいリーダーシップと’1米双方の運営委員、

及び参加者の協ﾉjによって成功が得られたと確

信している。AflerDinnerSpeechとして前UC

SanDiegoのＤｅａｎであったベンチャーキャピタ

ルのＤｒ.Ｒ､Ｗ・ＣｏｎｎがFromAcademiaToVenture

Capital-AdventureslnTechnologyResearchand

Businessと題する特にI｣本の参加者にとって当

を得た講演が行われた。宿舎、３食を共にし、

活発な交流が行われ、今後の研究の展開に貴重

なヒントが得られると共に、２１世紀の新しい

フロンティアを開くきっかけと、｜|米の若手研

究著、技術者によるネットワークが築かれ、密

接な協力関係が築かれることを期待する。

p■■p■■Ｕ■｡。■p●■■●■■●●缶c■●■●●■●■■●●■p印の。●●●｡■●●●●●●●●●●◆●●ゆ●●｡●●■●■●●◆●●■■●●● ●●●●●◆●●●◆●●吟●ﾛ●●､｡p○○○○ＦC●e●■甘●●●e●●●●●Ｂａ●●●■●■●G●●■■■■｡●●印●●●●●■●■句●｡●｡■●■■●■■■■■●■●●■■■●凸■●■凸凸■■

本シンポジウムは、工学における次''1§代リーダーのネットワーク形成に役立つということで、当

アカデミーの賛助会員企業からも参加者を多数推薦していただきました。限られた推薦枠ではあり

ますが、｜刊の予算で実施される貴重な機会ですので、賛助会員企業には、研究・開発の新しい可能

性や分岬横断的な領域の開拓につながる場として活用して頂きたいと思います。第41111JAFOEシンポ

ジウムは１１本で、本年11月４－６Ｈに開催する予定です。

以ドに、今lhlの参加者5名から寄せられた感想をご紹介いたします。

＊ ＊ ＊

蝕春■

大成建設㈱技術センター建築技術研究所環境研究室張本和芳

今ロ取り上げられた4つのテーマは私の専門分野外でしたが、ひとりの工学者の立場としても、これ

らの技術の受益者たる一市民としても、大変興味深いものでした。

日常のメディアで報じられる断片的な技術革新のニュースには、やや非現実的な距離を感じること

の方が多いのですが、このシンポジウムでは、一人ひとりの1:学者の実際の成果として、その技術革

こりにすることが出来ました。４つのテーマの選定や各テーマごとの編成も素晴らしく、どの研究開発

〉た技術ばかりですが、それらは決して不連続的な単独峰ではなく、緩やかに連携されていることをリ

新の物語を'二|の当たりにすることが出来ました。４つのテーマの選定や各テーマごとの編成も素晴らしく、どの研究開発

テーマも高みを極めた技術ばかりですが、それらは決して不連続的な単独峰ではなく、緩やかに連携されていることをリ

アルに感じ、未来の社会を担う使命感を共有しました。また異分野交流の刺激のみならず、今後の研究開発に役立つ情報

を得ることが出来たのも貴粛な成果となりました。このシンポジウムに参加する機会を下さいました日本工学アカデミー

の皆様、｝鋤に'jたられた委員の皆様、科学技術振興機構の皆様、現地にて脇かくおもてなし頂いた米国工学アカデミー

の皆様に感訓したいと思います。

F】ＡＪＮＥＷＳＮ0.962004.23



カリフォルニア州アーバインで開催された第３回日米先端工学シンポジウムに参加させて頂きまし

た。これまで、ＩＴ分野の中でも特に電子認証、知識処理分野など、限られた分野で活動してきた私に

とって、異分野で研究をされている皆様との議論は、どれも新鮮であり、大変有意義なものでした。

ﾅでなく、移動時、食事中など、時、場所を問わず議論は行われ、研究内容だけでなく、課題へのアブ会場での発表だけでなく、移動時、食事中など、時、場所を問わず議論は行われ、研究内容だけでなく、課題へのアプ

ローチの仕方も分野ごとに全く異なる事を知りました｡現在､私はコンピュータで知識処理を行うための概念の表現方法、

利用方法に関する研究を行っていますが、バイオテクノロジー分野、大規模シミュレーション分野など、異分野の話を伺

う中で得た様々 なヒントを、今後の研究に活かしていきたいと考えています。最後になりましたが、このような素晴らし

い機会をくださった科学技術振興機構、日本工学アカデミーの方々に心からお礼申し上げます。

NEC中央研究所基礎‘環境研究所プロテオミクス研究センター上峰憲一

第３回日米先端工学(JAFOE)シンポジウムでは、産学の多くの研究者と交流することができ、非

常に有意義な時間を過ごすことができました。私が興味を持っているプロテオミクスや脳機能解析

の研究は、今回のテーマの一つであるSystemsBiologyの分野ですが、単にバイオ関連の知識だけで
､医学、複雑系などの幅広い領域からのアイディアが不可欠です。本シンポジウムでは、これらの

《
‐

はな〈、ＩＴ，工学、医学、複雑系などの幅広い領域からのアイディアが不可欠です。本シンポジウムでは、これらの

分野の若手・中堅研究者との交流や、セッションでの先端的研究成果は大いなる刺激となりました。ほとんど3食を共

に過ごすような日程でしたが、昼食時のリラックスした雰囲気で、互いの研究分野を語り合うのも良い体験でした。

実際に、食事を取りながらの会話で、異分野にも関わらず互いに共感する点を発見し、これをきっかけとして共同

研究が実現しそうです。（社)日本工学アカデミーの賛助会員企業からの一般参加者として、推薦して頂き誠にありが

とうございました。今後も、このようなシンポが開催され、異分野の専門家の交流が広がることを期待しております。

日本電信電話㈱情報流通プラットフォーム研究所伊藤浩二

㈱富士通研究所ナノテクノロジ一研究センター藤原健志

'毎畢粛酎

よび自分の専門が貢献できる部分を発見することが出来たのは正直驚きでありました。初日に講演して下さったRw

Conn氏の研究から生まれた創業も興味深く、異分野でのニーズを見つけ出すと言うモチベーションを上げることが出来ま

した。隔離されたに近い環境でシンポジウムが行われたこともあり、各分野をリードする研究者の方々とより親密な交流

を行うことが出来、将来のコラポレータを探すための良い人脈を形成できたことを感謝しております。このようなシンポ

ジウムが今後もますます盛んに開催され、研究者に異分野融合という活力を供給していかれることを期待しております。

この度は、ロ米先端工学シンポジウムに参加させて頂き、有り難うございました。同シンポジウム

は４つの大きく専門分野の異なる分野から構成され、当初は私の専門分野であるバイオ分野での情報を

得ることを期待し参加しましたが、それのみに留まらず､他の分野からも自分の研究に活かせる部分お

貢献できる部分を発見することが出来たのは正直驚きでありました。初日に講演して下さったＲｗ

こまれた創業も興味深く、異分野でのニーズを見つけ出すと言うモチベーションを上げることが出来ま

EA,ﾘＮＥＷＳNo.962004.24
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豪州工学アカデミー(ＡＴＳＥ)年次総会出席報告

豪州工学アカデミー（ＡＴSE）の招請に応え、

昨年・一昨年に続き、2003年１１月１６１１にメル

ボルンで開かれた年次総会及びそれに続く記念

誌液（Oration）に出席。あわせ、昨年同様、そ

の機会をとらえて豪州アカデミー会員との研究

発表・討論(RTM）を実施。

１・豪州経済及びATSEの状況

豪州は、先進工業国でも優等性ぶりを続け、

2003年の成長率は、４％を見込み、豪ドルは、

6年ぶりに対米ドル0.7（1豪ドル＝0.7米ドル）

の節'1を突破し、豪州債は、世界一の人気をほ

こっている。このような、表面的なデータとは

裏はらに、豪州の、自国産業なかんずく製造業

の競争力に対する自信は乏しく、科学・工学的

知見の実践的応用があらためて注｜｜され

(ATSEStrategicPlan2004-2010)、そのための社

会科学の役割がクローズアップ（ラーキンス副

会長）されるようになってきている。

２．ｌＴの開発・活用のための社会経済体質の柔

軟性(RTM）

①ATSＥビクトリア州会員を中心に30人の会員

の参画のもと、渡辺(EAJ）及びブラーチェ

ーＣＳＩＲＯ（連邦科学技術研究機構）顧問

（ATSE)の研究報告をもとに、Ｈ豪双方の製

造業の競争力の実態、ＩＴの革新・活川につい

て浦発な討議。

②ATSE側は、豪州は社会全体におけるITの活

用には卓越し、社会全体の効率性向上

（TyrannyofDistance-距離の暴虐からDcalh

ofDistance-距離の制約の消滅）には貢献し

ているが、製造業の技術競争力においては依

然日本には対抗できないとの認識(科学・工

学の実践的応用の欠如)。

③1990年代以降の日本の全要素生産性（TFP）

の急減，技術の限界生産性の激減に異常な関

心。その原閃について活発な議論。

④この砿の双方の成功・失敗について比岐検討

することは両アカデミーにとって枕めて有効

との認識で一致。

３．ＡＴＳＥ年次総会（１１月１６日メルポルン

カルトン・クレストホテル）

国際委員渡辺

１ｌｂ 酉■■顕露画ロＥ

ＩＲＯＷＩ４泌ＭｌＢＥ千側／cHIH"?ｏ

①冒頭、ＣＡＥ（中国［学アカデミー）She､副会

長及びEAJ渡辺に対し歓迎の意の表明。

②年次報告、経理の状況の承認。

③2004年執行役員の確認

会長ＤｒＪＷＺｉｌｌｍａｎ；副会長ProfFP

Larkins、Ｄｒ・ＤＷＣｌａｒｋ(女性）；監査役Ｄｒ・

ＪＡＥａｄｙ；事務局長ProfDNFurlong
④ATSE戦略計１町

2004-2010のStrategicPlanのフルペーパーが

近々完成。各州単位でコメントを聴取。

⑤2004年年次総会・シンポジウム

2004年１１月１４日（日）：アデレードヒルト

ンホテルで年次総会。１５１１（月）、１６日

（火）：シンポジウム“NewTechnologyto

BetterLife(仮)，，

⑥CAEShen副会長、EAJ渡辺からのメッセージ

の披漉。

以上で公式議題を終了した後、Fellows

Seminarとして“sustainability”について討議。

４．Oration，Ｄｉｎｎｅｒ

①Oration：SirArviParbo，“MineralsandFuture.”

ここで、再びShe､副会長及び渡辺に歓迎の意

の表明。

②新会員に会員紙授与(30+l海外会員)。

③Cook国際関係委員会委員長と隣席し、両ア

カデミー間の協力について討議。豪州にとっ

て中国の鋤位置づけが急昇。Ｈ本ではあまり知

られていないが、いくつかの一次産品の輸出

において中国は、日本と並ぶか凌駕する位置

に躍進。従って、ＡＴＳＥとしてもCAEは重要

なパートナーとして電視。ＡTSEは、英国を

始め、英連邦加盟|玉|工学アカデミーとの太い

パイプはあるが、「米国を牽制しうる唯一の

国」として中国の牽制力は重要。EAJとも、

その辺をふまえて、ＡＴＳＥ、ＥＡＪ、ＣＡＥのト

ライアングルを念頭に、相互補充関係を強化

していきたい。

５．ＡTSE戦略計画(StrategicPlan）

①2004-2010の7年間のr11期計画

②Vision：Aninternationalleaderinthewiseuseand

beneficialapplicaliono「Science，engineeringand

EAJNEWSNo､962004.25



technologyforsociety．

③Mission：Theapplicationofscientificand

engineel･ingknowledgetoprac(icalpurposes，

６．総括

持続的協力は効果的(今次出席をZiⅡma1,会長、

Larkins副会長はことのほか感謝)。ＡＴＳＥの社

会科学重視、中国傾斜は要注意。EAJもＡＴＳＥ

のl-lLi国傾斜を直視して、対ATＳＥ、CAE戦略を

考えることが重要。2004年年次総会・シンポ

ジウム（2004.11.14-16,アデレード）にも継続

的、積極的に対応することが龍要。シンポジウ

ム11NewTechnologytoBetterLife"への発表者と

東北。北海道地区講演会

しての参加、2005年ATSE主催Convocation準術

等の事務局対応のノウハウ習得のため、EAJ事

務局の参加、が効果的。

W隆鐸

昌璽a

I1'曝
職捧謂

渡辺千侭国際委員ＺｉｌｌｍａｎＡＴＳＥ会長

｢国立大学法人化を迎えての大学の変革と大学評価」灘
東北・北海道地区担当理事中塚勝人／KA応

■■■■皿四ｍ毎ｍ回Ｂ

ＵＴＯﾉＶＡ幻ＷＷ/Kﾝ１

東北・北海道地区の平成15年度活動のひと

つとして、平成15年11月291」（土）１５時から東

北大学青葉記念会館において、岡Ⅲ益男東北大

学工学研究科教授による''1立大学の法人化後の

大学評価に向けた検討状況についての講演と、

山田専務理事による［学アカデミーの近況報告

からなる講演会が行われた。

参加者は神I-ll新一刑会長はじめ大学・高専の

会員13名と同伴者約30*Iであった。両l会は筆

者が務め、神111副会長が法人化後の大学の研究

教育活動に与える評｛illiシステムと内容の重要性

について挨拶で触れた後、岡川教授の講演と質

疑応答が行われた。

講演は、平成16年４月からのｌｌｆｌ立大学法人化

に際し、国立大学法人の今後の評価の仕方がど

のようになるかについて､個人的な予測も含め、

見学会風景

EAJNEWSNo,962004.26

解説した。

文部科学省の国立大

学法人評価委員会と大

学評111i，学位授与機構

との関連と両者の基本

的スタンスから始ま

り、機関認証評価等に

亘る内容である｡特に、

各大学の中期目標／中

期計画の研究教育部分

は機構の評価結果を尊
岡田益男氏

重することとなっていることに関連し、これま

で実施された機構の全学テーマ別評価や分野別

評価についての評価の仕組み、問題点、改善点

などが紹介された。さらに、中期計画の評価に

は達成度評価が重要であり、評価期間、評価体

制と内容から見てかなり厳しいスケジュールに

なることが予想されることから、迅速に評価資

料を取りまとめるために中期計iII1iの評価対象項

目を考慮した基礎資料の集積体制として、デー

タベースの整備構築が重要であること、またｌ－ｌＪ

期計画書において、評価を通じて活動の実態が

把握できる具体性のある活動計画の記述が雨要

となることが述べられた。さらに、研究水準評

価についても、どのような資料の準備が必要か

について、所見が示された。

〆竜ｈ
ＦＪ

~、
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講演内容についてかなり活発な質疑が行われ

た後、山川専務理事から、西津会長になってか

らのアカデミーの活動方針が紹介され、とりわ

け地区活動の活発化への強い期待が述べられ

た。講演会に引き続き、２１世紀COEの庄子哲雄

教授研究室及び‘佐藤正明教授研究室の兄学会と

懇親会が開かれ、井口泰孝東北大学工学研究科

教授の巧みな誘導の元に、各参加者の活動など

について楽しい情報交換が行われた。

灘 紙上フォーラム：シリーズ２「工学倫理｡技術倫理」

本紙前々号No.94の紙上フォーラム：シリー

ズ2において、上野晴樹会員が「工学倫理・技

術倫理」に関して問題提起をされた。その'11頭

にも譜かれたように、この問題は90年代にわ

が国の学協会で活発に取り上げられ、主な組織

では倫〕;!|』綱領が制定された。またその後、技術

士など技術者資格においても技術者倫理が必須

となり、史にJABEEでもこれを技術者教育に/i<

可欠な学習・教育目標の一つに掲げている。ま

た'１本学術会議基礎工学研究連絡委員会は

1997年、「工学高等教育機関での技術者の倫即

教育に関する提案」をまとめ、大学学部段階か

らの倫理教育の必要性を訴え、その際特定の倫

瑚観を教え込むのではなく、主として事例教育

をもとに、この面における自発的な素養を身に

つけさせるのがよいとする提言を行った。

ところが皮肉なことに、これとほぼ時機を同

じくして、１:学の各分野で人為的原閃の絡む1イ

故や犯罪的と言ってよい行為など、それこそ倫

｣;'１１にもとる事例が頻発した。わが工学アカデミ

ーはこの状況に機敏に対応し、二度の会長所感

(あるいは談話）を本紙上で公にした。一つは

200()年2ﾉ]の「安全に関する会長所感｣、いま

一つは2003年２月の「技術的事実の隠蔽。虚偽

報ｆｆについての会長談話」であって、問題の背

景と改善の方途を指摘している。

さて上野会員による問題提起の一つは、個人

としての技術軒と所属組織、更には社会との関

わりから雄じる矛盾と確執である。私の所偶す

る上水学会は戦前の1938年に「土木技術将の

伊藤

＝画画■■■回

豊／MﾝｗＡＢＵ/7℃

信条及び実践要綱」を公にし、１９９９年には、

それを尊重しつつ新たな「倫理規定」を制定し

た。その第５項には“専門的知識と経験の蓄積

に紫づき、自己の信念と良心に従って報ｆｌﾃなど

の発表、意見の開陳を行う”とある一方、第８

項には“技術的業務に関して雇川者、もしくは

依加者の誠実な代理人、あるいは委託満として

行動する”とある。私が現在会長をしている国

際構造工学会でも、昨年制定した倫即規定の

Fidelilyの項に上記第８項とほとんど同じ記述が

ある。読み方によっては、組織に対する忠誠と

、己の良心、ひいては公益との間に矛盾を生じ

かねない。不正行為の放置は公益を損なうだけ

でなく、組織そのものの破滅につながりかねな

い、というのが内部告発の正当化の論理となり

うるのか、倫理規定の文章化、あるいはその解

釈の雌しいところである。

前述の大学学部における~|:学倫迦教育の必要

性に関連して思い起こされるのは、１０年溌前、

カリキュラム大綱化の流れにともなって多くの

大学で行われた一般教育の専門学部への取り込

みである。それまでの一般教育に問題はあった

にせよ、教養関連科'三|の過度の軽視ありとすれ

ば、社会と密接にかかわるエンジニアを育てる

工学部にとって大いに気がかりなことである。

広報委員会では、社会的話題で_工学に関連深

い問題を取り上げる「紙上フォーラム」という

会員間の活発な意見交換の場を設けました。会

員諸氏のご意見・主張をお待ちしております。

EAJNEwsN(》・ﾘ６２００４．２７
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新入正会員のご紹介

"｡q，

広報委員会では、より親しみのもてる紙面づくりを目指して、

新入正会員ご自身から資料提供して頂いております。

(2003年１１月入会者）

第１分野
ふじいすすむ

藤井進神戸大学工学部教授(情報知能工学科）

'942年兵庫県生まれ。京都大学大学院修士課程精密工学専攻修了、ウィスコ

ンシン大学大学院博士課程機械工学専攻修了、ＰｈＤ･神戸大学助手、助教授

を経て1984年より現職。生産システム、オペレーションズリサーチに関する

教育・研究に従事。

ひろあき

魚とた害クコ
ノロ百口

銀車、

第２分野
いわにせんすけ

岩田善車甫 古河電気工業㈱執行役員常務研究開発本部長

1968年東京大学工学部電気工学科卒。高電圧電力ケーブル、接続部の高信頼

度化研究をベースに高電圧化、大容量化開発研究を推進、実用化。極低温・

超電導ケーブル研究、ヒートパイプの応用研究などにも従事。電力事業部長、

裸線事業部長を経て2003年より現職。５９歳

てらに

寺田

たれい百にけし

種市健 ㈱パワードコム取締役会長

1959年早稲田大学電気工学科卒。東京電力㈱入社、電力系統計画、設備保

守・運用の近代化に従事、ＩGCC・ＮＡＳ電池等の技術開発を主導。常務、副

社長。2001年㈱パワードコム社長、2003年会長。2002年度電気学会会長、理

研相談役、東電顧問。1935年秋田生まれ。

EAJNEwsNo､962004.28

衝

秋田大学工学資源学部長・教授(電気電子工学科）

1943年新潟市生まれ。秋田大学大学院修士課程電気工学専攻修了。1983年秋

田大学鉱山学部教授。秋H1大学鉱山学部長を経て工学資源学部長。電気材料

特に絶縁材料、セラミック材料関連及び電磁気応川工学に関する教育と研究

を行っている。

ふしむら

吉ﾎ寸

高知工科大学副学長

1961年大阪大学大学院博士課程修了。同大学助手、講師、助教授を経て、

1976年大阪大学教授。1997年定年退官後、高知工科大学情報システムエ学科

長、2000年より副学長。一貫して、通信と情報処理の境界領域の研究に従事。

口本テレコム情報通信研究所長兼任。

蛭
冒
弄
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第３分野
見’鵡ＡＦＩ』Ｌ１Ｌ’２Ｊ

内田啓一

Ａｌ‘ぐムゴい【ﾔ,1う

谷 口功

騨
蝿毒鯵
第４分野
抄 】ハニ雪、ろめ

安達洋

いＩＩＬ‐ｌ'ゆんＩｊｂ

池 田駿介

■－ｰ■

鶏識
‘i沸jf胃険っ舟うう

表佑太郎

/)､ｂ４正》そういち

河村壮---

魚

趨識

(財)旭硝子財団専務理事付

1967年東京大学大学院工学系研究科.[業化学専門課程修了後、旭硝子株式会

社(研究所）に入社し、触媒化学、フッ素化学、バイオケミカルの研究に約

20年間従事。その後、｜刑発本部の研究企画部門を経て1997年から知的財産部

長として研究成果の知的財産化に注力。６１歳。

熊本大学工学部長・教授(物質生命化学科）

1947年奈良県生まれ。束]嘗大大学院博士課程修~r後、熊本大工学部助手、講

師、助教授を経て平成2年教授。大阪大タンパク研や分子研教授等の併任の

後、平成14年熊本大学工学部長。電気化学、特に生物電気化学分野で機能雷

極の開発と応用の研究に従輔。

日本大学理工学部教授(海洋建築工学科）

1943年新潟県長岡市生まれ。1966年日本大学理工学部建築学科卒業、同大学

院修了、工学博士。’-1本大学川I:学部助手・専任講師・助教授を経て現職･

専門は建築物の耐震I:学。（社）日本建築学会評議員、千葉県船橋市行政政i11I'：

推進委員会会長を歴任。

東京工業大学理工学研究科教授(土木工学科）

東京大学工学系研究科修了後、埼玉大学などを経て、現在、東京工業大学に

勤務。河道形成の力学、環境水理竿などを専門とし、現在日本流体力学会会

長。最近は、沖縄の赤土問題や技術者の資格・継続教育．倫理教育などに取

り組んでいる。1945年香川ﾘｉＬ生まれ。

㈱大林組常務取締役・技術研究所長

1942年東京都生まれ。東北大学|ﾐ学部建築学科、東京大学大学院［学系修上

課程修了。1968年㈱大林組入社、技術研究所配属。専門は建築耐震構造、数

値解析。Ｈ本建築学会剛会授、建築業協会技術研究部会長、’-1本計算工学会

評議員など現職。工学|'#士。

大成建設㈱執行役員。技術センター長

1946年熊本県生まれ。1970年東京大学大学院修士課程建築学修了。’'1年大成

建設㈱入社。1975年工学博士。技術開発部、技術研究所、営業総合本部耐震

推進部を経て現職。専門は耐震工学（地盤震動、建築物の耐震、耐震診断・

補強、免震・制振技術など)。

EAJNEWSNo・り６２００４．２９
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第５分野
。、ね二Ｃ乙嬉き

金児紘征

第６分野
両くま誰『〒読

宅間正夫
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熊本大学学長

1945年鹿児島ﾘiLIIli水lli生まれ。大阪大学大学院博士課稗単位取得退学(構築

工学専攻)後、大阪大学助手を経て、1973年より熊本大学に在籍ｏ工学部評

議員、工学部長を経て2002年より現職。榊造1:学、特に橋梁I:学、耐震設計

法などの研究に従事。国際橋梁構造｣:学会(lABSE）フェロー。

武蔵工業大学環境情報学部教授

1935年京都市生まれ。帝都高速度交通営卜11、東大生産技術研究所、東工大社

会工学科を経て1977年より東大土木工学科教授。1996年退官後、運輸政策研

究所所長、武蔵工大環境情報学部教授。交通施設をはじめとする社会基盤施

設の計画、地域計画などを専攻。

東京大学大学院工学系研究科教授(社会基盤工学専攻）

1943年京都市生まれ。東京大学1言学部卒。東京［業大学教授を経て現職。東

京工業大学名誉教授、アジア交通学会会長、．k木学会会長(04年度)。交通工

学、国士計画、社会資本に関する研究に従事。実際の計画、政策づくりにも

参面。

秋田大学工学資源学部教授(材料工学科）

1943年三重県松阪市生まれ。東北大学工学部原子核工学科卒、同大学院博士

課程（化学専攻)修了。戒ちに秋H|大学に勤務し、1988年より現職。ガスセ

ンサー、燃料電池、金属腐食、めっきなど、材料電気化学に関連する研究に

従事。

(社）日本原子力産業会議専務理事

民の事業者精神を基盤に東電の原子力に従事(発電所長、楓当役員)。専攻は

電ﾉJ技術。原子力計IIIii設計建設運川に加え広報立地活動経験から技術と社会、

技術と人間、技術着・経営者倫理に関心。民間原子力嫌業界の健全な統治の

あり方に腐心ｌ－ｌ－ｌｏ原子ﾉJ学会副会長。帝ﾈｌｌｌ等比'俗研究を趣味。６６歳。

会津大学副学長・産学イノベーションセンター教授

1967年東大物埋卒。日本原子力事業に入社、原子力の安全分野の研究に従事。

原子力学会熱流動部門部会長、混相流学会会便を務めた。東芝で技監として

ソフト分卿を担当。2002年会津大雄学連携担当教授、覗年剛学長。出身は東

京築地。６０歳。

一，９
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会長を偲ぶ

山路敬三副会長を偲んで

秋山守／Ｍ７ｗｏＲＵ/ｗｘ/ｗＡ

このたびの山路先生の全く突然の計報は、こ

れまで「エネルギー基本戦略」を中心に懇鰭な

ご指導を賜ってきた私どもとしまして、正に大

きな衝撃であり、深い悲しみを拭うことができ

ません。

振り返りますと、山路先生の下でエネルギー

に関する調査研究が始まりました契機は、

CAETS（国際工学アカデミー連合）の場での作

業の|玉|際提案であり、各国の政策決定者に成果

をアピールし、世に役立てていくことが、その

l-I的でありました。以後、この方針に沿い、わ

が国の考え方をも反映しながら、ＥＣＣ（エネル

ギーと気候変動)作業部会で鋭意活動が進めら

れ、成果は報告書とともにシンポジウムなどを

通じて広く社会に提供されました。溌近では、

同じく山路先生を中心に、私から見て先誰の優

れた諸先生の新たな輪の中でエネルギー基本戦

略部会がスタートし、一段と先進的かつ体系的

に活動が展開しているところでして、その殻中

に山路先生のお姿を見失ったことは実に残念で

あります。先生は、私どもにとり強靭な支柱で

あり、透徹した指標であり、そして洲かい基盤

清測な師、山路敬三さんを偲んで

村田朋美／TOMOMﾉﾉWRATA

九州から横浜に戻った１２月２６日の夜、事務

局の志満さんから、山路さんが急逝されたこと

を知らされた。余りのことに「まさか……」と

言ったきり言葉を失った。それほどに府突で、

想像し得ない知らせであった。

昨年１１月、北九州学研都市で開催された産

学連携フェアーで山路さんは「２１世紀の新し

いものづくり社会の実現に向けて－時の流れの

先を行く－」と題して基調講演をされた。エコ

ノミー、エコロジー、エシックスを核とした新

しいビジネスモデルによって未来価仙創造への

ＩＩｌｌｌｌｌＬｌ臣ロ１－

｢､可

であられました。この上は、そのような先生の

お姿とお心を改めて胸に刻みながら、先生の目

指された地平に向かって微刀を尽くしていきた

いと存じます。

伺いますと、山路先生はお若いときから夢を

追い続けてこられ、それが技術若としての、ま

た同時に経営者としての、極めて卓越したご業

績の原動力となったことと拝察致します。先生

はセンシテイビテイ・コンシャス・マネジメン

トとエコロジー・コンシャス・マネジメントを

重視されました。いつの時代にも重要であり、

これからの時代にはとりわけ肝要である、これ

らの精神は、先生の天与のものであり、先生の

示された研究開発に関する５原則とともに、私

の脳裏にもしっかりと焼き付いております。

山路先生、本当に有り難うございました。ど

うか安らかにお休み下さい。

Aim
２００３．１０．２Ｂ北九州にて

具体策を提案され

た。深い感動が私達

を包んだ。講演後の

夕食会でも感動の漣

は広がり続けた。山

路さんは微笑みを浮

かべ、夕陽に染まっ

ていく玄界灘の雲を

眺めておられた。ビ眺めておられた。ビジネス分野で、これほど

人々を感動させた講渡を私は知らない。私達は

２１世紀型企業経営のリーダーを失ってしまっ

た。

山路さんには地球環境専門部会、ＬＣＡ（ライ

フサイクルアセスメント）ＷＧで初めてお目に

EAJNEWSNo,９６２００４．２１１
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んは後に「環境経営の実践マニュアル」（国連

大学ゼロエミッションブックレット）でこのこ

とに触れられている。

山路さんは部下を育て、組織を活性化させる

理想的なリーダーであり、個人的には清例な師

であった。いつの日か彼岸の言葉でお話すると

き、その後の報告をさせて頂くつもりでいる。

今は唯、心からご冥福をお祈りするばかりであ

る。（玄界灘に雪が舞う日）

EAJNEWSN(》､９６２００４．２１２

鯵 賀詞交歓会
■■■■２回国璽ロ皿Ⅱ

／/KUO】,iAMADA専 務 理 事 山 田 郁 夫

録、
新春恒例の新年賀詞交歓会が、１月1511正午、

虎ノ門パストラルにて開催された。天候にも恵

まれ、９５名の会員が出席された。

西津潤一会長から、「新年を迎えカシオ、ト

ロンなどデジタル技術をベースに日本の産業も

回復しつつある。に'二１国・韓国の勢いには目を見

張るものがある。技術をベースにした産業の発

展が世界平和を築く。会員の皆様の協力を得て、

アカデミーの存在感をますます高めたい」との

ご挨拶があった。

続いて、岡村線吾最高顧問の乾杯のご発声で

会員相互の歓談が始まった。名札に緑のマーク

のついた新会員も出席され、先輩会員と親睦を

図っている情景が印象的だった。

＃
！

,｜

かかった。当時、LCA手法は今ほど企業に理解

されず、「有限の経済」との関連を示せないで

いた。山路さんは、柔和で人を包み込むような

包容力、知識をひけらかさない謙虚さ、権威で

物を言われない自然体で私達を魅了し、ＷＧを

具体的にリードされた。私達は経済、社会、環

境要素を取り込み、工業製品の「ライフサイク

ル価値」（LCV）という概念と、評価尺度を提

案することが出来た。DowJones社が同様な考

え方を発表する2年前のことであった。山路さ

西濯潤一会長

一、

岡村絹吾最高顧問


